
〈声の広報〉議会だよりはボランティア音訳グループ「やまゆり」のご協力により、声の広報を用意し、無料で貸し出しています。（問い合わせ）議会事務局

10
月
14
日
執
行
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
よ
り
、
新
し
く
24
名
の
議
員
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

新
議
員
の
紹
介
や
、
常
任
委
員
会
の
新
し
い
構
成
な
ど
に
つ
い
て
は
、
12
月

１
日
の
議
会
だ
よ
り
臨
時
号
に
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
11
月
15
日
（
木
）
午
前
10
時
よ
り
、
平
成
24
年
第
５
回
（
11
月
招
集
）

袖
ケ
浦
市
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
受
付
で
住
所
、
氏
名
等
を
記
入
す

る
だ
け
で
簡
単
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

任
期
　
11
月
3
日
か
ら
4
年
間

平成24年 第5回（11月招集）臨時会
平成24年11月15日（木）午前10時から開催される予定です。

～議会を傍聴してみませんか～
※12月定例会の日程はP.7に掲載してあります。

氏
　
　
名

粕
谷
　
智
浩

在
原
　
直
樹

小
国
　
勇

木
村
　
修
平

笹
生
　
典
之

緒
方
　
妙
子

篠
原
　
幸
一

村
田
　
稔

鈴
木
　
憲
雄

佐
久
間
　
清

前
田
　
美
智
江

長
谷
川
　
重
義

期
数111111111222

氏
　
　
名

篠

龍
夫

茂
木
　
芳
和

励
波
　
久
子

佐
藤
　
麗
子

笹
生
　
猛

榎
本
　
雅
司

阿
津
　
文
男

田
邊
　
恒
生

塚
本
　
幸
子

福
原
　
孝
彦

篠

典
之

渡
辺
　
盛

期
数223333334456

※
期
数
順
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
同
期
数
内
は
、
生
年
月
日
順
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。）
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そでがうら議会だより第 152 号 平成２４年（2012年）１１月１日 （2）

議会事務局へ直接つながる直通番号ができました。電話番号は10438（62）3450です。お知らせ

各委員会では、付託された議案、陳情の審査及び所管事務調査が行わ
れました。

【議　　案】
s議案第2号 袖ケ浦市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①条例の具体的内容

②市内及び周辺地域での急速充電設備設置状況
③施行期日について

・討　　　論 なし
s議案第6号 平成24年度袖ケ浦市一般会計補正予算（第1号）
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 ①人件費の増減理由

②財政調整基金への積み立て
③自主防災組織への資機材貸与内容
④地域保健福祉支援センターの長浦おかのうえ図書館への
設置経緯と法的判断
⑤図書館内ギャラリー利用者への事前説明
⑥平岡・中富地区への地域保健福祉支援センターの早期設
置の必要性
⑦障害者虐待防止対策の相談業務対応方法
⑧母子家庭自立支援訓練の状況
⑨ポリオ不活化ワクチンへの対応
⑩児童扶養手当支給状況の推移
⑪ソーラーパネル設置状況
⑫さわやか畜産総合展開事業
⑬幹線道路舗装改良事業の内容
⑭学校給食センター用地造成予定と新規土地購入の状況
⑮学校給食センター新規立地場所への防災用井戸の設置

・討　　　論 賛成
給食センターについては従来からの大きな課題であり、早

期に解決整備し、現状脱却するため賛成します。
反対
ポリオ不活化ワクチン採用のような賛成できる項目もあ

るが、かねてから反対の給食センター共同調理方式に関連
する用地造成などの予算項目も入っているため反対します。

【所管事務調査】電子入札について

総務企画常任委員　8名
委 員 長　田邊恒生
副委員長　片倉憲太郎
委　　員　前田美智江／茂木芳和／榎本雅司／阿津文男

篠 典之／石井俊夫

【議　　案】
s議案第1号 袖ケ浦市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし
s議案第7号 平成24年度袖ケ浦市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①国保財政調整基金積立金の増額の内訳

②前年度繰越金の内容
③国保財政調整基金積立金の今後の推移

・討　　　論 なし
s議案第8号 平成24年度袖ケ浦市介護保険特別会計補正予算（第1号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし

総務企画常任委員会

文教福祉常任委員会

9月6日開催　付託案件

9月7日開催　付託案件

9月定例会は、8月28日から9月18日までの22日間の会期で開
催されました。
初日の8月28日には、市長から条例の制定など議案11件、認定

2件、諮問1件、報告4件が提出され、提案理由の説明などがあり
ました。また、陳情1件について委員会付託を行いました。
8月31日には、議案1件が追加上程され、提案理由の説明の後、

先に上程されていた議案と合わせ、議案9件、認定2件の委員会
付託を行いました。
また、8月31日、9月3日、4日には14人が市政について一般質

問を行いました。

9月6日、7日、10日、11日、12日には各常任委員会、決算審
査特別委員会が開催され、付託された議案9件、認定2件、陳情1
件の審査及び所管事務調査を行いました。
最終日の9月18日には、付託された議案等について各常任委員

長、決算審査特別委員長から審査の経過と結果が報告され、議案
と認定11件について原案のとおり可決及び認定、陳情について
は不採択されました。また、付託省略の議案1件、認定2件及び
諮問1件については、原案のとおり可決、同意されました。
(議決結果はP.8に掲載してあります。)
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そでがうら議会だより（3） 平成２４年（2012年）１１月１日 第 152 号

建設経済常任委員会

【議　　案】
s議案第5号 平成23年度袖ケ浦市水道事業会計利益の処分について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①処分利益が発生した理由

②欠損金が生じる主な理由
③建設改良積立金を増額する考え方
④利益積立金と減債積立金に充当する考え方
⑤他会計からの補助金の減額
⑥無効水量を減少させる対策

・討　　　論 なし
s議案第9号 平成24年度袖ケ浦市公共下水道事業特別会計補正予算（第1

号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①公債費の内訳内容

②今後の起債充当の有無
・討　　　論 なし
s議案第10号 平成24年度袖ケ浦市水道事業会計補正予算（第1号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①前年度未収金が発生した理由
・討　　　論 なし

建設経済常任委員　8名
委 員 長　立原　勇
副委員長　篠 龍夫
委　　員　長谷川重義／吉岡淳一／塚本幸子／福原孝彦

遠山　修／露 信夫

s議案第12号 袖ケ浦市ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①DV被害者の現行条例における対応
・討　　　論 なし
s陳情第31号 「保育所の設置認可等の基準に関する指針」の内容を「県

条例」にすることを求める意見書の提出を求める陳情書
・採決の結果 不採択（賛成少数）
・主 な 質 疑 ①県の指針に対する市の考え方

②最低基準が予算確保の基準となった場合は、市町村の負
担増加が懸念されることに対する市の考え方

・討　　　論 賛成
県の指針を国基準に引き下げることは、子どもの保育環

境が悪化するということであり、また、現場の方からは、保
育現場の厳しい状況を訴える声が寄せられており、是非、県
の指針に基づいて条例化をするべきものであるので賛成し
ます。

反対
今後県において、パブリックコメントや市町村意見の照

会がなされた中で、本市の現状を伝え、待機児童の解消に
向けた施策の推進に支障が出ないようにする必要があり、今
回の陳情内容のとおりに条例化された場合に、待機児童の
解消の阻害要因となるのであれば、いたずらに環境の確保
だけを主張することは困難と思われるので反対します。

【所管事務調査】福祉作業所の所長就任の経緯について
【その他】 国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意見書の提

出について

文教福祉常任委員　8名
委 員 長　神 寛
副委員長　佐藤麗子
委　　員　田中輝博／佐久間清／励波久子／小野光正

岡田　實／渡辺　盛

9月10日開催　付託案件

平成23年度 一般会計・各特別会計歳入歳出決算の認定

（1）一般会計・各特別会計歳入歳出決算状況

①歳入について
各会計合計調定額35 ,589 , 571 , 326円に対する収入済額は
33,809,126,347円（収入率95.0％）、不納欠損額は44,869,894円
（0.1％）、収入未済額は1,735,575,085円（4.9％）となっています。
②歳出について
予算現額33,605,031,427円に対する支出済額は32,993,429,387円
（執行率98.2％）、不用額442,071,540円（1.3％）となっています。

（2）財政状況

① 経常収支比率は、財政構造の弾力性を判断する際に用いられ、
一般的には「70％」～「80％」が望ましいものとされています。

② 公債費比率は、財政の健全性を確保する目安として用いられ、
この比率が高くなると財政硬直化の一因になるといわれ、一般
的には「10％」を超さないことが望ましいものとされています。

③ 実質収支比率は、当該団体の財政運営の状況を判断するポイン
トのひとつで、財政運営上、どの程度の実質収支が適当である
かは、財政規模やその年度の経済の景況によって一概にはいえ
ませんが、一般的には「3％」～「5％」程度が望ましいとされ
ています。

④ 財政力指数は、地方公共団体の財政力を示す指数として用いら
れ、3年度間の平均値で示されます。この指数が「1」を超える
ほど財源に余裕があるものとされています。

会計名

一般会計

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

農業集落排水事業

公共下水道事業

予算現額

21,199,700,927

6,666,444,000

367,418,000

2,839,573,000

906,113,500

1,625,782,000

歳　　入

21,393,984,527

6,763,836,072

361,774,553

2,840,100,656

877,644,688

1,571,785,851

歳　　出

20,852,507,470

6,544,342,074

360,989,753

2,806,137,048

871,470,726

1,557,982,316

特
別
会
計

単位：円

区　　分

経常収支比率

公 債 費 比 率

実質収支比率

財 政 力 指 数

①

②

③

④

平成20年度

84.9

4.2

3.2

1.390

平成21年度

85.4

3.4

4.0

1.333

平成22年度

85.3

3.0

2.1

1.234

平成23年度

87.6

2.7

3.9

1.137

単位：％

9月11日、12日に決算審査特別委員会が開催され、平成23年度一般会計及び各特別会計歳入歳出決算、水道事業会計決算の審査が行われま
した。諸事業の着実な推進と予算の効率的な執行を見極める決算審査であることから、各委員より様々な観点から質疑が交わされました。
決算状況及び財政状況、決算審査特別委員会の審査概要、監査意見は次のとおりです。
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そでがうら議会だより第 152 号 平成２４年（2012年）１１月１日 （4）

決算審査特別委員会

【認　　定】
s認定第1号 平成23年度袖ケ浦市一般会計及

び各特別会計歳入歳出決算の認定
について

・採決の結果 原案認定（賛成多数）
・主 な 質 疑 （一般会計）

1地方債及び経常収支比率の状況
2市庁舎整備状況
3不納欠損と滞納処分の状況
4防災行政無線難聴地域への対応
5物件費の削減
6財政運営
7時間外勤務状況
8自主防災組織の自治会未加入者
への対応

9デマンド型乗り合いタクシーの今後
!0市民夏祭りの会場選定
!1職員研修
!2母子生活支援
!3登録ボランティアの活動状況

!4高齢者への家具転倒防止取り付
け事業

!5そでがうらメモリアルパーク建
設への取り組み

!6ゴミ処理費の引き下げ対策
!7生活保護の状況
!8予防接種の状況
!9残土条例の進捗状況
@0騒音・振動・悪臭への対策
@1有害鳥獣対策
@2遊休農地対策
@3子育て支援と商業活性化の連携
@4観光協会の運営
@5消防職員の大量定年退職への対策
@6学校における教育相談の状況
@7特別支援教員の効果
@8基礎学力向上支援教員の効果
@9奨学金貸付事業の状況
#0図書の再利用
#1消防水利の整備状況
#2学校給食センターの運営
#3ウグイスネットの活用状況

（国民健康保険特別会計）
q短期保険証・資格証交付状況と
その対応

w保険税の減免状況
e特定健康診査と人間ドックの受
診状況

r受診過誤の状況
t保険税資産割りの県下採用状況
y延滞金の取り扱い
（後期高齢者医療特別会計）
q短期保険証の発行状況
w保険料の減免措置
（介護保険特別会計）
q施設入所待機者への対応状況
w減免制度
（農業集落排水事業特別会計）
q特別会計の財政状況
w普及率進捗の障害
eもみの木台への対応
（公共下水道事業特別会計）
q現状課題
w料金徴収率
e地震対策
r汚水管整備設計の内容

・討　　　論 なし
s認定第2号 平成23年度袖ケ浦市水道事業会

計決算の認定について
・採決の結果 原案認定（賛成多数）
・主 な 質 疑 ①市中金融への借り換え

②広域水道受水単価の反映
③無効水量への対策

決算審査特別委員　12名
委 員 長　立原　勇
副委員長　前田美智江
委　　員　佐久間清／長谷川重義

佐藤麗子／阿津文男
吉岡淳一／塚本幸子
小野光正／露 信夫
篠 典之／石井俊夫

9月11日、12日開催　付託案件

監査委員意見書

平成23年度の日本経済は、深刻な打撃を受けた東日本大震災の復旧・
復興を通じて景気の持ち直しの兆しが見えましたが、7月に発生したタ
イの大洪水により生産拠点を抱えている自動車メーカーやIT産業など
の製造業に大きな打撃を与えました。さらに、欧州経済圏の債務危機
の影響から円高を加速させるという状態を招き、経済の低迷が続いて
おります。
そのような状況の中で、本市においては「自立と協働」をまちづく

りの基本理念として掲げる袖ケ浦市総合計画の第1期実施計画事業とし
て、長浦駅舎等整備事業、袖ケ浦駅海側土地区画整理事業区域内の奈
良輪第一排水区雨水対策整備事業、特定交通安全施設等整備事業、子
育て環境の充実のため私立保育園の開園や放課後児童クラブの整備、
安全性と良好な教育環境を確保するため根形中学校管理教室棟の改築
工事他、各種施策が所期の目的に沿って執行されてきたところであり
ます。
決算の収支状況を見ますと、一般会計は、歳入総額が21,393,984,527
円（対前年度比1.1％の増）、歳出総額が20,852,507,470円（0.1％の減）
であり、これらを差し引いた形式収支は541,477,057円（77.7％の増）の
黒字であります。
このうち翌年度へ繰り越すべき財源、9,804,500円を差し引くと、実

質収支は531,672,557円の黒字となり、前年度の実質収支300,297,198円
を差し引いた単年度収支は、231,375,359円の黒字となっています。ま
た、財政調整基金の積立金151,605,000円及び取崩し額230,000,000円を
加味した実質単年度収支は、152,980,359円の黒字となっています。
特別会計は、各会計を総括すると歳入総額が12,415,141,820円（対前
年度比8.4％の増）、歳出総額が12,140,921,917円（対前年度比7.5％の増）
であり、これらを差し引いた形式収支は、274,219,903円（対前年度比

75.5％の増）の黒字であります。このうち翌年度へ繰り越すべき財源、
3,293,800円を差し引くと、実質収支は270,926,103円の黒字となってい
ます。
また、一般会計における財政状況の数値は、地方公共団体の財政力

の強弱を示す財政力指数では1.137で、前年度より0.097ポイントの低下
となっています。
地方債残高は8,875,734千円（対前年度比67,407千円の増）となり、財
政の健全性を確保する目安として用いられ、地方債の元利償還額の負
担状況を示す公債費比率は一般的に10％を超さないことが望ましいと
されていますが、本年度の公債費比率は2.7％で、前年度より0.3ポイン
トの減少となっています。
財政構造の弾力性を示す経常収支比率は87.6％で、前年度より2.3ポ

イント悪化し、財政構造の硬直化が顕著となっています。
以上の状況から判断すれば、本市の財政状況は、実質単年度収支は

黒字となり、財政力指数及び公債費比率は比較的良好な状態を維持し
ているように見えますが、類似団体に比較し高い物件費比率や、高齢
化の進展と子育て支援に伴う扶助費の増加によって経常収支比率は高
い数値となっております。また、自主財源比率が低下傾向にあり、依
然として厳しい財政状況となっています。
今後の行財政運営にあたっては、社会経済状況と市民ニーズに的確

に応えるとともに、「最小の経費で最大の効果」が得られるよう、必要
性、緊急性、妥当性など総合的な判断により行政運営の一層の効率化
を図り、均衡ある発展に努められたい。さらに、市税等の徴収におい
ては適切な対策を講じ、自主財源の確保に努めることで「健全な財政
基盤の確立」を図り、市民福祉の向上と市政の発展に一層努力される
ことを望みます。
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Ｑ
40
R
160
円
の
ご
み
袋
を

400
円
に
値
上
げ
す
る
こ

と
等
が
審
議
会
で
審
議
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

Ａ
資
源
化
の
停
滞
や
指
定

袋
の
価
格
が
安
く
減
量

化
、
資
源
化
の
動
機
付
け
と

な
り
に
く
い
た
め
で
す
。
ま

た
、
排
出
者
に
応
分
の
負
担

を
求
め
、

経

済

的

動

機

付

け

を

行

い
、
ご
み

の

減

量

化
、
資
源

化

を

進

め
る
た
め

で
す
。

Ｑ
こ
の
数
年
ご
み
排
出
量

は
減
っ
て
い
る
が
、
現

状
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
市
民
の
減
量
化
、
資
源

化
の
意
識
の
浸
透
や
環

境
問
題
や
個
々
の
経
済
の
問

題
等
変
化
が
あ
り
、
減
っ
て

き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
ご
み
の
量
は
減
っ
て
い

る
の
に
値
上
げ
で
は
納

得
で
き
な
い
。
市
民
の
生
活

実
態
か
ら
も
値
上
げ
す
べ
き

で
な
い
と
考
え
る
が
ど
う

か
。Ａ

負
担
に
つ
い
て
は
慎
重

に
検
討
し
ま
す
。

18
歳
ま
で
医
療
費
無
料
化
拡

大
と
完
全
無
料
化
に
！

Ｑ
県
内
の
中
学
卒
業
ま
で

助
成
実
施
と
、
自
己
負

担
な
し
の
自
治
体
の
状
況
は
。

Ａ
54
団
体
中
31
団
体
が
実

施
、
自
己
負
担
な
し
は

通
院
が
12
団
体
。
入
院
が
10

団
体
で
す
。

Ｑ
18
歳
ま
で
医
療
費
無
料

化
を
拡
大
し
な
い
か
。

Ａ
現
時
点
で
無
料
化
の
拡

大
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

福
祉
作
業
所
は
存
続
を
！

Ｑ
休
廃
止
で
は
な
く
障
害

者
自
立
支
援
法
施
設
に

移
行
す
る
検
討
は
、
経
費
の

積
算
含
め
し
て
き
た
の
か
。

Ａ
新
た
な
人
員
確
保
や
施

設
改
修
の
問
題
が
あ
り
、

移
行
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し

た
が
、
経
費
の
積
算
ま
で
は

し
て
い
ま
せ
ん
。

励
波
久
子
議
員

ご
み
袋
値
上
げ
は
中
止
を
!!

Ｑ
袖
ケ
浦
駅
海
側
開
発
は
、

商
業
施
設
誘
致
の
話
し

も
聞
く
が
、
一
般
市
民
に
詳

細
な
内
容
は
ほ
と
ん
ど
知
ら

さ
れ
て
い
な
い
。
100
％
開
示

す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

Ａ
事
業
費
概
算
は
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
今

後
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ど

う
い
う
出
店
企
業
が
来
る
か

ま
だ
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
積
極
的
に
情
報
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ
既
存
住
民
や
商
店
関
係

者
へ
の
情
報
開
示
も
な

く
、
本
当
に
地
域
経
済
が
発

展
す
る
と
考
え
る
の
か
。

Ａ
駅
海
側
と
南
側
が
一
体

に
な
り
、
利
便
性
が
高

ま
る
こ
と
で
市
全
体
の
発
展

に
寄
与
す
る
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
住
民
投
票
を
実
施
し
た

街
と
し
て
自
治
基
本
条

例
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
行

政
に
市
民
の
意
見
が
十
分
反

映
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ス

ト
ッ
プ
も
か
け
ら
れ
る
し
く

み
を
根
幹
に
据
え
る
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

Ａ
各
地
域
に
入
り
、
お
っ

し
ゃ
る
と
お
り
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
骨
子
案
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。

買
い
物
、
医
療
機
関
に
出
か

け
や
す
い
公
共
交
通
を

Ｑ
市
内
全
域
の
交
通
弱
者

の
声
を
聞
い
て
買
い
物

や
医
療
機
関
、
公
共
施
設
に

出
か
け
や
す
い
交
通
網
の
再

検
討
を
す
べ
き
だ
が
ど
う

か
。Ａ

今
後
、
市
内
全
域
で
の

検
討
が
必
要
で
す
が
、

公
的
負
担
の
み
で
は
困
難
も

あ
り
、
多
様
な
市
民
の
み
な

さ
ん
の
参
画
や
連
携
を
図

り
、
地
域
公
共
交
通
維
持
の

し
く
み
づ
く
り
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

篠

典
之
議
員

袖
ケ
浦
駅
海
側
開
発
の
情
報
の
100
％
開
示
を

Ｑ
袖
ケ
浦
市
は
公
共
施
設

整
備
費
と
し
て
12
億
４

千
200
万
円
の
負
担
を
予
定
し

て
い
る
が
、
産
業
誘
致
策
、

投
資
に
見
合
う
回
収
見
込
み

を
問
う
。

Ａ
県
で
は
都
内
で
の
企
業

立
地
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に
よ

る
企
業
誘
致
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
市
と
し
て
も
必
要
に

応
じ
て
企
業
等
へ
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。
投
資
に
見
合
う
回
収
見

込
み
に
つ
い
て
は
、
２
期
、

３
期
用
地
が
５
年
で
完
売
し

た
と
仮
定
し
て
固
定
資
産
税

を
試
算
す
る
と
、
分
譲
開
始

か
ら
お
お
む
ね
８
年
程
度
で

回
収
で
き
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

Ｑ
企
業
の
立
地
選
択
の
条

件
が
大
震
災
を
き
っ
か

け
に
変
わ
っ
て
い
る
。
ま
た

デ
フ
レ
と
通
貨
の
価
値
は
相

関
関
係
に
あ
る
と
い
う
考
え

の
う
え
で
は
、
工
業
団
地
か

ら
内
需
型
の
農
業
団
地
に
発

想
転
換
す
べ
き
だ
。

Ａ
こ
の
土
地
は
県
の
企
業

庁
所
有
で
あ
り
、
工
業

団
地
と
い
う
計
画
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
土
地
を
直
接
買
収

し
、
農
業
団
地
へ
と
い
う
考

え
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

学
校
で
の
い
じ
め
問
題
に
つ

い
て

Ｑ
市
内
小
・
中
学
校
に
お

い
て
い
じ
め
問
題
に
関

わ
る
現
状
を
問
う
。

Ａ
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

は
生
徒
指
導
上
の
最
重

要
課
題
の
一
つ
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
平
成
23

年
度
い
じ
め
の
実
態
に
つ
い

て
は
、
小
学
校
で
21
件
、
中

学
校
で
は
４
件
あ
り
、
内
容

に
つ
い
て
は
冷
や
か
し
、
か

ら
か
い
、
悪
ふ
ざ
け
で
あ
り

ま
し
た
。
い
じ
め
発
見
の
き

っ
か
け
は
、
担
任
教
師
の
発

見
等
で
あ

り
、
こ
の

25
件
は
全

て
解
消
済

み
で
す
。

吉
岡
淳
一
議
員

椎
の
森
工
業
団
地
企
業
誘
致
に
つ
い
て

Ｑ
ホ
ー
ム
へ
の
エ
ス
カ
レ

ー
タ
が
付
か
な
い
が
再

考
を
Ｊ
Ｒ
に
求
め
な
い
か
伺

う
。Ａ

平
成
21
年
12
月
、
Ｊ
Ｒ

の
設
置
基
準
が
変
わ
り

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る

こ
と
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の

基
準
を
満
た
し
て
い
る
の
で

乗
降
客
20
万
人
以
上
の
千
葉

駅
規
模
で
な
い
と
付
け
な
い

方
針
に
変
わ
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。
市
で
設
置
費
用
を
負

担
す
る
と
の
再
協
議
に
も
維

持
管
理
費
が
か
か
り
長
浦
駅

の
み
特
別
扱
い
は
で
き
な
い

と
の
回
答
で
す
。

Ｑ
右
折
レ
ー
ン
設
置
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ
本
格
的
に
は
交
差
点
改

良
、
道
路
の
拡
幅
、
家

屋
の
移
転
な
ど
を
伴
う
大
規

模
工
事
と
な
り
ま
す
。
当
面

の
対
応
と
し
て
駅
舎
の
改
築

に
合
わ
せ
Ｊ
Ｒ
用
地
を
活
用

し
暫
定
的
な
右
折
レ
ー
ン
を

設
置
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ
袖
ケ
浦
市
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
の
進
捗
と

骨
子
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
県
の
地
域
防
災
計
画
の

基
本
方
針
を
受
け
て
今

年
度
中
に
見
直
し
を
実
施

し
、
来
年
度
に
配
布
予
定
で

す
。

Ｑ
公
共
施
設
の
耐
震
化
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

Ａ
防
災
上
重
要
な
建
築
物

の
耐
震
化
率
は
78
％
で

す
。
今
後
、
避
難
所
と
な
る

小
中
学
校
の
屋
内
運
動
場
を

優
先
し
て
行
い
ま
す
が
、
庁

舎
な
ど
の
耐
震
化
に
は
多
額

の
費
用
が
か
か
り
目
標
の
平

成
27
年
度
ま
で
に
は
難
し
い

状
況
で
す
。

田
邊
恒
生
議
員

長
浦
駅
及
び
そ
の
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

Ｑ
社
会
の
第
一
線
か
ら
退

い
て
、
ま
だ
ま
だ
健
康

で
十
分
心
身
共
に
社
会
貢
献

が
可
能
な
人
材
の
マ
ン
パ
ワ

ー
の
活
用
を
ど
の
よ
う
に
図

っ
て
い
か
れ
る
か
伺
う
。

Ａ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
生
涯
就
労
対

策
の
充
実
を
図
る
と
共
に
、

高
齢
者
の
社
会
参
画
の
推
進

策
と
し
て
介
護
保
険
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
の
創
設
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
介
護
認
定
さ
れ
た
高
齢

者
の
中
で
、
特
に
要
支

援
な
ど
の
軽
度
の
方
を
重
度

化
さ
せ
な
い
た
め
、
空
き
家
、

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
各
地

区
に
小
規
模
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
広
場
を
整
え
、
介
護
の

軽
減
策
と
医
療
費
の
抑
制
を

図
る
た
め
の
施
策
を
と
ら
な

い
か
。

Ａ
高
齢
者
等
が
地
域
社
会

の
中
で
安
全
、
安
心
に

生
き
生
き
と
住
み
続

け
ら
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
地
域
住

民
が
気
軽
に
集
え
る

交
流
の
場
を
地
域
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
と
し

て
開
設
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
在
宅
介
護
の
な

か
で
は
老
老
介

護
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対

策
を
と
る
の
か
。

Ａ
独
居
老
人
の
施
策
と
同

じ
よ
う
に
考
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
上
で
今
後
高
齢
者
が
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
地
域
全
体
で
高

齢
者
を
支
え
る
仕
組
み
作
り

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

片
倉
憲
太
郎
議
員

今
後
本
市
の
果
す
高
齢
者
施
策
の
課
題
と

方
向
性
に
つ
い
て

9月定例会
一般質問者
（質問者14人）

質問順

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

議　員　名

励　波　久　子

篠　 典　之

吉　岡　淳　一

田　邊　恒　生

片　倉　憲太郎

篠　 龍　夫

長谷川　重　義

神　 寛

田　中　輝　博

立　原　　　勇

佐　藤　麗　子

茂　木　芳　和

石　井　俊　夫

岡　田　　　實

質問日

8月31日

9月3日

9月4日

しっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーションしっかりと管理されているゴミステーション
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Ｑ
市
を
活
性
化
す
る
た
め

に
は
、
市
の
特
徴
を
生

か
し
た
観
光
施
設
を
売
り
に

出
す
こ
と
が
早
道
で
あ
る
。

袖
ケ
浦
の
酪
農
は
盛
ん
で
あ

り
有
望
で
あ
る
。
増
加
顕
著

な
遊
休
農
地
な
ど
を
利
用
し

た
観
光
牧
場
を
設
置
し
、
酪

農
製
品
の
販
売
や
乗
馬
な
ど

の
動
物
と
の
触
れ
合
い
が
で

き
る
施
設
の
開
発
を
働
き
掛

け
な
い
か
。
若
者
の
雇
用
の

機
会
も
促
進
さ
れ
、
市
税
収

入
の
増
加
も
期
待
で
き
る
。

Ａ
乳
牛
の
飼
育
数
が
県
で

４
位
と
酪
農
が
盛
ん
で

す
が
、
遊
休
農
地
が
牧
草
の

成
長
に
適
し
て
い
る
か
。
附

帯
施
設
も
必
要
に
な
り
、
採

算
性
が
期
待
で
き
る
か
な
ど

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
事
業

者
か
ら
、
観
光
牧
場
の
経
営

に
つ
い
て
相
談
が
あ
れ
ば
、

国
等
の
補
助
制
度
の
利
用
等

積
極
的
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

祝
日
の
可
燃
ご
み
回
収
に
つ

い
てＱ

現
在
の
可
燃
ご
み
の
回

収
は
、
祝
日
に
あ
た
る

と
休
み
に
な
り
、
４
〜
５
日

の
間
隔
と
な
る
。
可
燃
ゴ
ミ

に
は
生
ゴ
ミ
が
含
ま
れ
て
い

る
た
め
、
暑
い
時
期
に
は
悪

臭
を
発
生
す
る
。
清
掃
当
番

に
あ
た
る
と
悲
劇
的
な
状
況

に
な
る
。
祝
日
に
も
回
収
を

す
る
と
か
、
可
燃
ゴ
ミ
か
ら

生
ゴ
ミ
を
分
別
し
て
、
国
か

ら
補
助
金
が
出
る
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
の
設
置
な
ど
根
本
的

改
善
を
図
ら
な
い
か
。

Ａ
祝
日
収
集
は
、
1
日
あ

た
り
100
万
円
を
超
え
る

経
費
が
か
か
り
実
施
は
厳
し

い
で
す
。
現
在
廃
棄
物
減
量

等
推
進
審
議
会
で
、
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
ま
す
の
で
、
改
善
策
を
探

っ
て
い
き
ま
す
。

篠

龍
夫
議
員

酪
農
の
ま
ち
を
売
り
出
す
た
め
に

Ｑ
事
務
事
業
総
点
検
で

「
休
廃
止
」
と
評
価
さ

れ
た
、
現
福
祉
作
業
所
へ
の

通
所
利
用
者
に
つ
い
て
、
市

は
ど
の
方
向
に
導
こ
う
と
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

Ａ
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

体
系
が
整
備
さ
れ
、
民

間
事
業
所
で
も
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
の

で
、
利
用
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
民
間
の
力
を
活
用
し
て

障
害
者
自
立
支
援
法
適

合
施
設
へ
の
改
修
・
体
制
整

備
を
し
、
利
用
者
の
不
安
解

消
と
財
政
負
担
の
軽
減
を
図

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が

い
か
が
か
伺
う
。

Ａ
施
設
運
営
検
討
協
議
会

で
今
後
の
在
り
方
を
検

討
し
ま
す
が
、
様
々
な
視
点

で
検
討
協
議
さ
れ
、
よ
り
良

い
方
向
性
が
出
さ
れ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

放
射
能
汚
染
対
策
へ
の
市
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ
観
光
風
評
被
害
賠
償
対

象
地
域
か
ら
袖
ケ
浦
市

が
外
さ
れ
た
の
は
、
消
極
的

な
市
の
姿
勢
が
反
映
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
の
か
伺

う
。Ａ

観
光
風
評
被
害
は
業
種

が
多
種
多
様
な
た
め
、

観
光
圏
の
一
体
性
の
観
点
か

ら
類
型
化
し
て
賠
償
対
象
地

域
の
検
討
が
な
さ
れ
た
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
市
の
要
望
に
対
す
る
東

電
の
回
答
と
、
内
容
に

つ
い
て
の
市
の
考
え
を
伺

う
。Ａ

原
子
力
事
故
に
起
因
す

る
風
評
被
害
が
「
市
全

体
に
発
生
し
て
い
る
と
確
認

で
き
ず
、
対
象
エ
リ
ア
と
認

定
す
る
こ
と
は
困
難
」
と
の

判
断
は
納
得
で
き
ず
、
今
後

も
追
加
指
定
を
要
望
し
ま

す
。

長
谷
川
重
義
議
員

障
害
者
福
祉
へ
の
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
今
後
の
市
の
戦
略
的

ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

Ａ
太
陽
光
・
風
力
発
電
や

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、
調

査
検
討
し
、
市
の
基
本
的
な

考
え
を
ま
と
め
ま
す
。

Ｑ
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
、
節
電
所

の
考
え
方
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

Ａ
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
、
節
電
所

と
い
う
新
た
な
考
え
方

に
つ
い
て
は
、
環
境
学
習
講

座
、
そ
の
他
の
機
会
を
と
ら

え
て
啓
発
に
努
め
ま
す
。

胆
道
閉
鎖
症
の
早
期
発
見
に

つ
い
て

Ｑ
胆
道
閉
鎖
症
、
早
期
発

見
の
た
め
、
便
色
カ
ー

ド
が
母
子
健
康
手
帳
に
と
じ

込
み
さ
れ
た
。
市
民
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
広
く
周
知
し
ま

す
。Ｑ

便
色
カ
ー
ド
の
チ
ェ
ッ

ク
方
法
の
説
明
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
７
段
階
に
示
さ
れ
た
便

色
と
見
比
べ
て
記
録
欄

に
記
入
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
ま
す
。

福
祉
行
政
に
つ
い
て

Ｑ
高
齢
者
の
認
知
症
予
防

に
簡
易
聴
覚
チ
ェ
ッ
カ

ー
を
活
用
し
な
い
か
伺
う
。

Ａ
簡
易
聴
覚
チ
ェ
ッ
カ
ー

の
活
用
方
法
に
つ
い
て

は
、
調
査
研
究
を
し
て
い
き

ま
す
。

Ｑ
視
覚
障
害
者
の
た
め
の

音
声
コ
ー
ド
を
作
成
す

る
研
修
会
を
開
催
し
な
い
か

伺
う
。

Ａ
研
修
会
の
開
催
は
、
先

進
事
例
を
調
査
の
う
え

検
討
し
ま
す
。

※
胆
道
閉
鎖
症
と
は

新
生
児
・
乳
児
の
胆
汁
を
出
す

管
が
、
原
因
不
明
の
炎
症
に
よ
り

狭
く
な
り
、
肝
臓
か
ら
腸
へ
胆
汁

を
出
せ
な
く
な
る
病
気
で
す
。
９

千
人
に
１
人
が
発
症
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

神

寛
議
員

持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
た
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ
市
の
農
業
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
が
、
高
齢

化
・
担
い
手
不
足
に
よ
る
耕

作
放
棄
地
対
策
に
主
に
向
け

ら
れ
て
い
て
、
本
来
農
業
が

持
つ
持
続
的
食
料
生
産
、
農

地
の
水
環
境
や
生
物
多
様
性

の
保
全
及
び
生
活
文
化
の
形

成
・
維
持
や
、
精
神
的
安
ら

ぎ
な
ど
の
多
面
的
機
能
か

ら
、
農
業
を
体
系
的
に
捉
え
、

全
市
民
参
加
の
下
で
行
う
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
の

「
農
業
基
本
計
画
」
を
策
定

し
な
い
か
。

Ａ
農
業
団
体
及
び
従
事
者

の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

交
通
安
全
施
策
に
つ
い
て

Ｑ
交
通
安
全
計
画
が
、
策

定
時
に
市
民
参
加
で
な

く
ま
た
実
施
計
画
も
な
い
。

市
民
参
加
で
実
効
性
の
あ
る

計
画
策
定
と
毎
年
実
施
計
画

を
行
わ
な
い
か
。

Ａ
近
隣
市
は
実
施
計
画
策

定
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

パ
ブ
コ
メ
で
市
民
の
声
は
聞

い
て
い
ま
す
。

Ｑ
コ
ン
サ
ル
と
職
員
力
市

民
力
コ
ン
サ
ル
に
計
画

立
案
や
調
査
を
依
頼
し
て
い

る
が
、
職
員
や
市
民
委
員
と

の
合
同
作
業
と
す
る
こ
と
で

職
員
お
よ
び
市
民
の
能
力
向

上
を
図
る
よ
う
に
し
な
い

か
。

Ａ
講
習
会
な
ど
で
職
員
の

能
力
向
上
は
図
っ
て
い

ま
す
。
市
民
と
の
協
働
の
場

で
、
実
務
経
験
を
重
ね
て
い

ま
す
。

自
治
会
に
つ
い
て

Ｑ
自
立
と
協
働
の
土
台
は

自
治
会
だ
と
思
う
。
加

入
率
向
上
策
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
加
入
率
向
上
は
、
ま
ず

自
治
会
で
考
え
て
い
た

だ
き
、
市
が
支
援
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

監
査
委
員
に
つ
い
て

Ｑ
監
査
報
告
書
が
、
出
さ

れ
て
い
る
が
、
市
民
が

見
て
内
容
が
理
解
納
得
し
づ

ら
い
。
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
県
･
他
市
と
同
様
の
内

容
で
す
。

田
中
輝
博
議
員

農
業
政
策
に
つ
い
て

Ｑ
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

開
設
の
検
討
状
況
と
必

要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
先
進
事
例
と
し
て
は
、

地
区
社
会
福
祉
協
議
会

や
民
生
委
員
な
ど
が
主
体
と

な
り
、
自
治
会
施
設
あ
る
い

は
公
園
な
ど
を
利
用
し
て
自

主
運
営
し
て
い
ま
す
。
サ
ロ

ン
に
高
齢
者
が
集
う
こ
と
に

よ
り
、
引
き
こ
も
り
防
止
及

び
社
会
参
画
に
効
果
が
あ
る

と
共
に
、
住
民
同
士
の
触
れ

合
い
、
助
け
合
い
、
支
え
合

い
の
活
動
の
場
所
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
サ
ロ
ン
設
立
に
向
け
て

地
域
リ
ー
ダ
ー
へ
の
動

機
付
け
を
伺
う
。

Ａ
自
治
会
、
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
、
地
区
社
協
な
ど
を
通
じ

て
先
進
事
例
な
ど
の
情
報
提

供
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
の
内
容
と
今
後
の
日

程
に
つ
い
て
伺
う
。
こ

れ
か
ら
は
、
元
気
で
社

会
に
役
立
つ
高
齢
者
を

増
や
す
こ
と
が
重
要
で

す
。
高
齢
者
福
祉
計
画

と
第
5
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
確
実
な
実
現

を
要
望
し
ま
す
。

Ａ
高
齢
者
の
介
護
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
を
強
化
し
た
う

え
で
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ

た
交
付
金
を
交
付
す
る
も
の

で
、
今
年
度
調
査
、
来
年
度

検
討
、
26
年
度
に
実
施
し
ま

す
。
先
進
市
の
実
施
状
況
を

調
査
し
、
本
市
に
適
し
た
方

法
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

立
原
勇
議
員

高
齢
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
近
年
海
外
で
は
、
テ
ー

マ
パ
ー
ク
や
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
、
カ
ジ
ノ
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
、

多
様
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
を
複
合
化
し
た
リ
ゾ
ー
ト

施
設
の
開
発
が
進
み
、
人
気

を
集
め
て
い
る
。
本
市
の
利

便
性
を
生
か
し
、
将
来
を
見

据
え
、
こ
う
し
た
Ｉ
Ｒ
（
統

合
リ
ゾ
ー
ト
）
施
設
の
誘
致

に
名
乗
り
を
挙
げ
な
い
か
。

Ａ
県
に
お
い
て
、
７
月
に

統
合
リ
ゾ
ー
ト
可
能
性

検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
設
置
さ
れ
、
県
内
各
地
域

へ
の
導
入
可
能
性
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い

ま
す
。
大
き
な
地
域
活
性
化

が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

今
後
国
や
県
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

福
祉
作
業
所
の
休
廃
止
に
つ

い
てＱ

今
後
行
わ
れ
る
検
討
協

議
会
の
中
で
存
続
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
場
合
、
市

は
そ
の
結
果
を
尊
重
す
る
の

か
。Ａ

そ
う
い
っ
た
結
果
が
出

た
場
合
、
そ
れ
を
尊
重

し
な
が
ら
最
終
的
な
市
の
判

断
を
し
て
い
き
ま
す
。

い
じ
め
に
対
す
る
市
の
対
策

に
つ
い
て

Ｑ
近
年
い
じ
め
が
悪
質
化

し
、
犯
罪
と
呼
べ
る
ケ

ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
こ
う

し
た
問
題
に
対
し
、
相
談
で

き
る
第
三
者
の
窓
口
の
設
置

や
い
じ
め
に
特
化
し
た
先
生

方
の
研
修
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
本
市
の
対
策
を
伺
う
。

Ａ
本
市
で
は
、
現
在
行
っ

て
い
る
指
導
や
研
修
に

よ
り
、
深
刻

な
い
じ
め
に

は
発
展
し
て

お
ら
ず
、
今

後
そ
う
い
う

状
況
が
あ
れ

ば
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

佐
藤
麗
子
議
員

袖
ケ
浦
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会平成23年度の高齢者スポーツ大会

※
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Ｑ
予
測
困
難
な
突
発
的
で

局
地
的
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨

対
策
に
対
す
る
市
の
考
え
を

伺
う
。

Ａ
日
頃
か
ら
の
備
え
や
避

難
時
の
行
動
原
則
な
ど

防
災
対
策
総
合
ガ
イ
ド
を
作

成
し
て
市
民
へ
配
布
す
る
な

ど
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
一
般
地
区
と
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
地
区
で
大
規
模
災

害
が
同
時
多
発
的
に
発
生
し

た
場
合
の
対
策
を
伺
う
。

Ａ
消
防
署
の
消
防
力
不
足

が
考
え
ら
れ
、
地
元
消

防
団
や
自
主
防
災
組
織
・
自

治
会
の
活
動
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
地
区
は
自
衛
消
防
隊
、
共

同
防
災
組
織
で
対
応
し
ま

す
。

防
犯
対
策
の
現
状
に
つ
い
て

Ｑ
袖
ケ
浦
駅
海
側
開
発
に

伴
い
居
住
人
口
や
乗
降

客
の
増
加
に
よ
る
治
安
問
題

が
予
想
さ
れ
る
が
市
の
対
策

を
伺
う
。

Ａ
各
種
市
民
団
体
の
協
力

が
不
可
欠
で
あ
り
、
協

力
体
制
の
維
持
と
警
察
署
の

設
置
及
び
警
察
体
制
の
強
化

を
県
警
に
要
望
し
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
ひ
と
づ
く
り

に
つ
い
て

Ｑ
地
域
の
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
、
心
の

育
成
に
関
し
て
の
取
り
組
み

を
伺
う
。

Ａ
新
し
い
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

の
方
針
に
基
づ
き
学
校

だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
で

子
ど
も
た
ち
の
心
の
教
育
を

進
め
ま
す
。

Ｑ
武
道
教
育
は
、
日
本
の

伝
統
と
文
化
の
尊
重
・

継
承
に
つ
な
が
る
と
評
価
す

る
が
取
り
組
み
内
容
を
伺

う
。Ａ

武
道
は
対
戦
性
の
高
い

競
技
で
す
が
、
お
互
い

を
認
め
合
う
関
係
を
つ
く

り
、
正
し
い
正
座
の
仕
方
や

道
場
へ
の
礼
な
ど
伝
統
的
な

所
作
を
教
え
る
時
間
も
設
け

て
い
ま
す
。

茂
木
芳
和
議
員

危
機
管
理
及
び
防
災
対
策
の
現
状
に
つ
い
て

Ｑ
私
は
市
の
財
政
は
非
常

時
と
訴
え
て
き
た
が
、

今
後
の
市
政
執
行
に
あ
た

り
、
例
年
の
市
民
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
る
の
か
伺
う
。

Ａ
税
の
減
収
や
扶
助
費
の

増
加
が
顕
著
で
既
に
財

政
は
厳
し
く
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
は
困
難
な
状
況
で
す
。

Ｑ
厳
し
い
状
況
を
市
民
と

共
有
し
、
一
丸
と
な
っ

て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。
市
長
は
こ
れ
ま
で
根
拠

を
示
さ
ず
健
全
財
政
と
主
張

を
続
け
て
き
た
が
、
い
か
が

か
。Ａ

財
政
構
造
の
硬
直
化
が

顕
著
で
危
険
水
域
に
近

い
と
考
え
て
お
り
、
市
民
に

十
分
説
明
し
な
が
ら
行
財
政

運
営
の
一
層
の
効
率
化
を
図

り
ま
す
。

Ｑ
市
長
は
公
約
で
市
民
の

声
を
聞
き
行
政
に
反
映

さ
せ
た
い
と
唱
え
て
き
た
が

成
果
は
。

Ａ
個
別
の
事
業
に
つ
い
て

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
意

見
を
聞
き
な
が
ら
実
施
を
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
市
民
参
加
の
公
募
制
を

と
っ
て
い
る
が
、
偏
っ

た
人
選
に
な
ら
な
い
か
。

Ａ
現
在
、
重
複
を
避
け
る

た
め
、
要
綱
に
よ
り
慎

重
に
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
後
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
、
さ
す
が

袖
ケ
浦
と
評
価
を
受
け
る
市

に
な
る
よ
う
執
行
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
幹
部
職
員
と
の

連
携
は
ど
う
図
っ
て
い
る

か
。Ａ

部
課
長
と
意
見
交
換
を

行
い
な
が
ら
、
意
志
統

一
を
図
り
私
が
指
示
を
行
い

連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

石
井
俊
夫
議
員

袖
ケ
浦
市
の
現
状
と
課
題
解
決
策
及
び
市
政
運
営

Ｑ
国
道
409
号
沿
線
、
特
に

横
田
宿
中
の
道
路
整
備

は
進
捗
し
て
い
な
い
が
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

Ａ
県
に
バ
イ
パ
ス
整
備
の

要
望
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
東
横
田
駅
周
辺
の
変
則

交
差
点
改
修
に
つ
い

て
、
進
ん
で
い
な
い
が
進
捗

状
況
と
市
の
取
り
組
み
を
伺

う
。Ａ

県
の
検
討
に
協
力
し
て

早
期
改
善
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
し
ま
す
。

Ｑ
東
横
田
駅
周
辺
の
市
街

化
調
整
区
域
見
直
し
を

図
ら
な
い
か
。

Ａ
本
地
区
の
活
性
化
・
定

住
人
口
増
加
を
図
る
街

づ
く
り
は
認
識
し
て
い
ま

す
。
平
成
27
年
度
の
見
直
し

予
定
に
向
け
、
地
域
の
意
見

を
聞
き
つ
つ
県
や
関
係
機
関

と
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
市
長
は
議

会
の
メ
モ

リ
ア
ル
特
別
委

員
会
報
告
を
重

視
し
た
方
向
で

進
め
て
い
く
の

か
。Ａ

内
容
を
重

く
受
け
止

め
、
慎
重
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
林
地
区
か

ら
の
火
葬

場
誘
致
に
対
し
、

市
の
対
応
と
今
後
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

Ａ
林
地
区
の
意
向
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
、
周
辺

調
査
と
と
も
に
建
設
候
補
地

の
ひ
と
つ
と
し
て
検
討
し
ま

す
。

岡
田
實
議
員

平
川
地
区
の
振
興
に
つ
い
て

議会映像をインターネット公開しています。
本会議終了後、概ね10日以内にホームページ上で見ることができます。
市のホームページ（http://www.city.sodegaura.chiba.jp）から市議会のページをクリック
してご覧ください。

映像部分のフルスクリーン表示もできます。

画面 
イメージ 
画面 
イメージ 

映像提供 
イメージ 
映像提供 
イメージ 

イメージ

平成24年第6回（11月招集）定例会会期（案）
【会期】平成24年11月30日（金）から12月20日（木）までの21日間

曜日
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

日
11/30
12/1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

区　　分
本会議
休日
休日

本会議（一般質問）
休日
休日
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問予備日）

総務企画常任委員会
休日
休日
文教福祉常任委員会
建設経済常任委員会

本会議

傍聴
○

○

○
○
○

○

○
○

○

＊一般質問通告一覧表は11月28日頃、ホームページに掲載する予定です。
＊各種会議の詳細については、市役所議会事務局までお問い合わせください。

東横田駅前の道路東横田駅前の道路東横田駅前の道路東横田駅前の道路東横田駅前の道路東横田駅前の道路東横田駅前の道路東横田駅前の道路東横田駅前の道路東横田駅前の道路東横田駅前の道路東横田駅前の道路東横田駅前の道路東横田駅前の道路東横田駅前の道路東横田駅前の道路東横田駅前の道路東横田駅前の道路東横田駅前の道路東横田駅前の道路東横田駅前の道路
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議
員
任
期
最
後
の
９
月

定
例
会
が
閉
会
し
て
１
ケ

月
余
が
経
ち
ま
し
た
。
４

年
と
い
う
任
期
の
中
、

様
々
な
懸
案
事
項
を
遂
行

し
今
期
限
り
で
勇
退
さ
れ

る
方
々
に
は
本
当
に
ご
苦

労
様
で
し
た
。

９
月
定
例
会
で
は
、
補

正
予
算
５
議
案
を
含
む
12

議
案
と
、
平
成
23
年
度
一

般
会
計
及
び
各
特
別
会
計

決
算
の
認
定
２
議
案
、
諮

問
１
議
案
が
慎
重
審
議
を

経
て
可
決
、
認
定
、
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
が
議
員
た

る
存
在
を
示
し
、
行
政
全

般
に
わ
た
る
事
業
の
執
行

状
況
や
将
来
の
方
針
等
に

つ
い
て
質
す
一
般
質
問
で

は
、
14
名
の
議
員
が
質
問

を
行
い
、
障
害
者
や
高
齢

者
の
福
祉
に
つ
い
て
・
教

育
問
題
・
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
対
策
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
に
つ
い
て
・
メ

モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
の
建
設

に
か
か
る
対
応
な
ど
で
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
に
は
、
任
期
満
了

に
よ
る
市
議
会
議
員
選
挙

が
執
行
さ
れ
、
新
た
な
24

名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
市
民
の
代
弁
者
と

し
て
今
後
の
活
躍
が
大
い

に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

9 月 定 例 会 議 案 等 議 決 結 果 一 覧

議案番号 件　名　等 議決の結果
議案
第1号

議案
第2号

議案
第3号

議案
第4号

議案
第5号

議案
第6号

議案
第7号

議案
第8号

議案
第9号

議案
第10号

袖ケ浦市子ども医療費の助成に関する条例の一部
を改正する条例の制定について
（主な内容）
県が子ども医療費の助成に係る補助金の入院医
療費の補助対象を満15歳まで拡大する等のため
に、千葉県子ども医療費助成事業補助金交付要綱
の一部を改正し、これに伴いすべての助成対象者
に対して保険医療機関に医療費を支払う方法で助
成が行えるようになったため、条例の一部を改正
しようとするものです。
袖ケ浦市火災予防条例の一部を改正する条例の制
定について
（主な内容）
対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対
象火気器具等の取扱いに関する条例の制定に関す
る基準を定める省令の一部を改正する省令が公布
され、急速充電設備を設置する際の位置、構造及
び管理に関する基準が新たに定められたことに伴
い、関係条文の整備を行うため、条例の一部を改
正しようとするものです。
契約の締結について（昭和小学校屋内運動場改築
工事（建築工事））
（主な内容）
昭和小学校屋内運動場改築工事（建築工事）の
請負について、議会の議決を求めるものです。
契約の締結について（奈良輪雨水ポンプ場整備工
事（土木工事））
（主な内容）
奈良輪雨水ポンプ場整備工事（土木工事）の請
負について、議会の議決を求めるものです。
平成23年度袖ケ浦市水道事業会計利益の処分に
ついて
（主な内容）
平成23年度袖ケ浦市水道事業会計で生じた利益
の処分について、議会の議決を求めるものです。
平成24年度袖ケ浦市一般会計補正予算（第1号）
（主な内容）
補正後 予算額 補正前 予算額 予算額の増減
226億 223億 2億
3千898万8千円 8千万円 5千898万8千円
平成24年度袖ケ浦市国民健康保険特別会計補正
予算（第1号）
（主な内容）
補正後 予算額 補正前 予算額 予算額の増減
67億 65億 1億
8千168万5千円 9千800万円 8千368万5千円
平成24年度袖ケ浦市介護保険特別会計補正予算
（第1号）
（主な内容）
補正後 予算額 補正前 予算額 予算額の増減
33億 32億
59万3千円 8千900万円 1千159万3千円
平成24年度袖ケ浦市公共下水道事業特別会計補正
予算（第1号）
（主な内容）
補正後 予算額 補正前 予算額 予算額の増減
16億 16億
6千33万7千円 5千900万円 133万7千円
平成24年度袖ケ浦市水道事業会計補正予算（第1号）
（主な内容）
補正後の収益的支出予定額 補正前の収益的支出予定額
17億7千647万4千円 17億7千127万9千円
予定額の増減
519万5千円
補正後の資本的支出予定額 補正前の資本的支出予定額
9億9千130万3千円 9億9千203万5千円
予定額の増減
△73万2千円

原案可決
（全員賛成）

原案可決
（全員賛成）

原案可決
（全員賛成）

原案可決
（全員賛成）

原案可決
（全員賛成）

原案可決
（全員賛成）

原案可決
（全員賛成）

原案可決
（全員賛成）

議案番号 件　名　等 議決の結果
議案
第11号

議案
第12号

認定
第1号

認定
第2号

諮問
第1号

報告
第1号

報告
第2号

報告
第3号

報告
第4号

陳情
第31号

千葉県後期高齢者医療広域連合規約の一部を改正
する規約の制定に関する協議について
（主な内容）
外国人登録法が廃止されたことに伴い、千葉県
後期高齢者医療広域連合規約における広域連合の
経費の支弁の方法に関する規定を改正することに
ついて、関係地方公共団体と協議するに当たり、
議会の議決を求めるものです。
袖ケ浦市ひとり親家庭等医療費等の助成に関する
条例の一部を改正する条例の制定について
（主な内容）
千葉県ひとり親家庭等医療費等助成事業実施要
領の一部改正により、受給資格者が拡大されたこ
とに伴い、本市においても同様の拡大を行うた
め、条例の一部を改正しようとするものです。
平成23年度袖ケ浦市一般会計及び各特別会計歳
入歳出決算の認定について
（主な内容）
平成23年度の一般会計及び各特別会計の決算を
調製したので、監査委員の意見を付けて議会の認
定に付すものです。
平成23年度袖ケ浦市水道事業会計決算の認定に
ついて
（主な内容）
平成23年度の水道事業会計の決算を調製したの
で、監査委員の意見を付けて議会の認定に付すも
のです。
人権擁護委員の推薦について
（主な内容）
人権擁護委員村越のり子氏が平成24年12月31日
をもって任期満了となるため、同氏を再推薦する
ことについて、議会の意見を求めるものです。
平成23年度袖ケ浦市一般会計継続費精算報告に
ついて
（主な内容）
平成23年度で、保育所施設改築事業及び長浦駅
舎等整備事業（設計委託）の継続年度が終了した
ので、継続費精算報告書を調製し報告するもので
す。
平成23年度袖ケ浦市公共下水道事業特別会計継
続費精算報告について
（主な内容）
平成23年度で、終末処理場改築更新事業（送風
機設備）の継続年度が終了したので、継続費精算
報告書を調製し報告するものです。
平成23年度決算に基づく健全化判断比率及び資
金不足比率について
（主な内容）
平成23年度決算に基づく健全化判断比率及び資
金不足比率を調製したので、監査委員の意見を付
けて議会に報告するものです。
専決処分の報告について
（主な内容）
車両物損事故に係る和解及び損害賠償額の決定
について専決したので報告するものです。
「保育所の設置認可等の基準に関する指針」の内
容を「県条例」にすることを求める意見書の提出
を求める陳情書
（主な内容）
県に対し、現行の「保育所の設置認可等の基準
に関する指針」の内容を「県条例」にすることを
求める意見書の提出を求めるものです。

原案可決
（全員賛成）

原案同意
（全員賛成）

｜

｜

｜

｜

原案可決
（賛成多数）

原案に反対した議員
励波　久子
篠 典之

原案可決
（賛成多数）

原案に反対した議員
励波　久子
篠 典之

原案認定
（賛成多数）

原案に反対した議員
田中　輝博
励波　久子
篠 典之

不採択
（賛成少数）

原案に賛成した議員
田中　輝博
長谷川重義
励波　久子
篠 典之

原案認定
（賛成多数）

原案に反対した議員
励波　久子
篠 典之

原案可決
（賛成多数）

原案に反対した議員
篠 龍夫
茂木　芳和
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